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　はじめに

アナゴ科クロアナゴ属魚類 Conger は上顎と下

顎の歯は 1–2 列であり，外側の列の歯は鋭く尖る

こと，上唇には深い溝が発達すること，下顎が長

く，閉口時，前上顎骨歯が露出しないことなどに

よって特徴づけられ（Kanazawa, 1958; Asano, 1962; 

Smith, 1999），日本からはキリアナゴ C. cinereus 

Rüppell, 1830，ダイナンアナゴ C. erebennus (Jordan 

and Snyder, 1901)，クロアナゴ C. jordani Kanazawa, 

1958，およびマアナゴ C. myriaster (Brevoort, 1856)

の 4 種が知られている（波戸岡，2013a）．鹿児島

県においてはこれらのうち全ての種の分布が確認

されているが（Asano, 1962；今井・中原，1969；

山口・森永，1992；山口，1993；財団法人鹿児島

市水族館公社，2008; Motomura et al., 2010；波戸岡，

2013a, b；日比野，2014；鏑木，2016; Motomura 

and Harazaki, 2017），キリアナゴの県内における

記録はトカラ列島以南からのものに限られていた

（Kamohara, 1954；波戸岡，2013a）．

2013 年 1 月 6 日に南さつま市坊津町野間池沖

に設置された定置網により，1 個体のキリアナゴ

が採集された．本標本は九州沿岸における本種の

初めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Böhlke (1989) にしたがった．

体各部の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm

までおこなった．キリアナゴの生鮮時の体色の記

載 は， 固 定 前 に 撮 影 さ れ た 野 間 池 産 の 標 本

（KAUM–I. 58137）のカラー写真に基づく．標本

の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学

総合研究博物館に保管されており，上記の生鮮時

の写真は同館のデータベースに登録されている．

本報告中で用いられている研究機関略号は以下の

通り：BPBM（ビショップ博物館）；KAUM（鹿

児島大学総合研究博物館）．キリアナゴに適用す

べき学名は波戸岡（2013a）にしたがった．

　結果と考察

Conger cinereus Rüppell, 1830

キリアナゴ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 58137，全長 783.0 mm，鹿児

島 県 南 さ つ ま 市 坊 津 町 野 間 池 沖（31°24′49″N, 

130°08′03″E），2013 年 1 月 6 日，定置網，西田和

記．

記載　体各部の全長に対する割合（%）：頭長

12.8；肛門前長 36.4；躯間長 24.0；尾部長 62.7；

鰓孔における体高 4.5；肛門における体高 6.3；鰓

孔における体幅 4.3；肛門における体幅 4.2；吻長

3.2；眼径 1.7；上顎長 5.1；鰓孔長 1.9；眼隔域幅 1.5．

体は細長く，前後方向に長い円筒形．体背縁

は吻端から胸鰭基底部直上にかけて緩やかに上昇

し，そこから背鰭起部にかけて緩やかに下降，そ

鹿児島県坊津町野間池から得られた九州沿岸初記録のキリアナゴ
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の後体軸とほぼ並行となる．体腹縁は下顎の先端

から臀鰭起部にかけて極めて緩やかに下降し，そ

こから体軸とほぼ並行となる．躯幹部の体高はほ

ぼ一様．頭部は小さい．前鼻孔は円筒形の短い鼻

管を有し，吻端近くの頭部側面に位置する．後鼻

孔は瞳孔よりも小さく，僅かに前後方向に長い楕

円形を呈し，眼の前方に位置し，眼の中央よりも

僅かに上方に位置する．頭部感覚孔はよく発達す

る．吻端から眼の後端直下にかけてと，下顎先端

から眼の後端直下にかけてそれぞれ 4 個と 6 個の

感覚孔が並ぶ．眼の後方に下方のものより小さい

3 個の側線孔がある．肛門前方側線孔数は 41．眼

と瞳孔はともに前後方向にやや長い楕円形を呈す

る．口裂は大きく，上顎後端は眼の後端直下より

も僅かに後方に達する．上顎の先端は下顎の先端

よりも前方に突出する．上唇に沿う深い溝がある．

両顎歯は全て微小な円錐形を呈し，2 列に並ぶ．

下顎は長く，口を閉じたとき，前上顎骨歯は露出

しない．体は無鱗．胸鰭軟条数は 15．胸鰭基底

部は鰓孔の直後に位置する．胸鰭後縁は丸い．背

鰭起部は胸鰭中央部上方に位置する．背鰭と臀鰭

の軟条には分節がある．尾部は長く，肛門は体中

央より前方に位置する．尾部後端は柔らかい．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体背面から体側中部に

かけては暗い茶褐色を呈し，体側下部から体腹面

は灰白色．各側線孔は白色．背鰭と尾鰭は暗い灰

色，臀鰭は灰白色をそれぞれ呈し，外縁は幅広く

黒色で縁どられる．胸鰭は灰色を呈し，後部は黒

色．虹彩は銀色を呈し，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　アフリカ東岸から日本，ハワイ，およ

びイースター島にかけてのインド・太平洋に広く

分 布 す る（Kanazawa, 1958; Asano, 1962; Smith, 

1999；波戸岡，2013a）．日本国内においては小笠

原諸島，三重県尾鷲市，和歌山県白浜町，徳島県

阿南市，土佐湾，山口県響灘，トカラ列島以南の

琉球列島から記録されていたが（Kamohara, 1952, 

1954；鈴木・片岡，1997；波戸岡，2013a），本研

究により鹿児島県薩摩半島西岸における分布が確

認された．

備考　Conger cinereus は，同属他種と比較して，

背鰭起部が胸鰭中央部上方に位置すること（同属

他種では背鰭起部は胸鰭後端付近あるいはそれよ

り後方に位置する），眼の後方に下方のものより

小さい 3 個の側線孔があること（眼の後方に側線

孔がない），胸鰭の一部が黒色であること（胸鰭

は一様に黒色または淡色），および眼窩下方の感

覚孔のうち，前から 6 番目のものは口角部よりも

上方に位置すること（口角部よりも下方に位置す

る ） か ら 容 易 に 識 別 さ れ る（Kanazawa, 1958; 

Smith, 1999，波戸岡，2013a）．野間池産の標本は，

上記の C. cinereus の標徴とされる形質をそなえて

おり，本種に同定された．

キリアナゴを日本から初めて報告したのは

Jordan and Snyder (1901) である．彼らは八重山諸

島石垣島から得られた 1 個体（全長 13.5 インチ，

約 34.3 cm） に 基 づ き 本 種 を Leptocephalus 

riukiuanus として記載した．現在，L. riukiuanus

は C. cinereus の新参異名とされている（Kanazawa, 

1958）．

キリアナゴは琉球列島においては普通種であり

（波戸岡，2013b），奄美群島奄美大島，喜界島，

沖永良部島（Asano, 1962; Kamohara and Yamakawa, 

1965；吉郷ほか，2005），沖縄諸島沖縄島（Kanazawa, 

1958；吉郷・中村，2002；鳥居ほか，2011），瀬

Fig. 1. Fresh specimen of Conger cinereus from Nomaike, Bonotsu, Kagoshima Prefecture, Japan, KAUM–I. 58137, 783.0 mm total length.
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底島（Yoshino and Nishijima, 1981），久米島，（吉郷・

中村，2003），宮古諸島（Senou et al., 2007），八

重山諸島石垣島（浜崎ほか，2004），および西表

島（浅野，1997）などから報告されている．

なお，Kamohara (1954) は C. cinereus の和名を

ギンアナゴとし，トカラ列島における本種の分布

と，本種が宝島において “ トコンコ ” と称される

ことを報告したが，胸鰭に黒色斑があることから，

彼らの報告した C. cinereus はキリアナゴであると

考 え ら れ る． ギ ン ア ナ ゴ は 現 在，Gnathopsis 

heterognathos (Bleeker, 1858) の標準和名とされて

いる（波戸岡，2013a）．

キリアナゴは小笠原諸島近海からも報告され

ており，菅野ほか（1980）は本種の小笠原諸島に

おける分布を報告し，Randall et al. (1997) は小笠

原 諸 島 近 海 か ら 得 ら れ た 本 種 4 個 体（BPBM 

35200, 35340，全長 64–360 mm）を報告した．日

本本土近海におけるキリアナゴの記録は少なく，

三重県尾鷲市（鈴木・片岡，1997），和歌山県白

浜町（紀伊民報，1998；池田・中坊，2015），徳

島 県 阿 南 市 蒲 生 田 岬（ 岡 崎，2011）， 土 佐 湾

（Kamohara, 1952；波戸岡，2013a），および山口

県響灘（土井ほか，2015）からのものに限られる．

本種の九州沿岸からの記録はないため，本研究の

記載標本は同地域における本種の初めての記録と

なる．
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